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独倉」的な点は?

鎖を独自技術で回定化した′ヽイオデバイス

糖8Hと相互作用する対象物を無穏識で分析

SPRと 組み合わせたハイスループット解析技術

戸外やベッドサイド等のオンサイト解析
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シュガーチップと糖鎖固定化金〃 粒子

[1]シュガーチップまたは糖鎖固定化金ナノ粒子(SGNP)を 用いる

ことによって、糖鎖と相互作用するタンパク質、細胞、ウイルスと

の結合挙動をそれらを標識することなく観測でき、定量化も可能。

[2]シュガーチップによって、無標識でのハイスループット解析が可

能となり、臨床サンプルにも適用できる。

[3]SGNPを 用いれば、目視で相互作用を検出できるので、戸外や
ベッドサイド等のon sRe分析が可能。また、ウイルスを選択的に

濃縮することができるので、バイオテロリズムや流行性ウイルス

の監視を行うことも可能。

[4]抗体では不可能であった検査を可能としている。

[1]検査診断・新業候補のスクリーニング

[2]基礎研究

[3]バイオテロリズム防御関連

糖脂質や糖タンパク質をスライドガラスなどの上にスポットし、営光

標識した二次抗体等によって糖鎖との相互作用を検出するシステム

(グライコアレイと総称)。既知の測定対象物(タンパク質等)以外

は検出できない。

[1]BioconiUo Chem 2006i17:1125‐1135

[2]Circ Res 2006;99:853‐860

[3]Polymer Prepttnts 2006;471156‐157

[4]DOdiN News 2006,121:1‐10

タンパク質分子をタンパク質結晶に回定化する新技術
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独創的な点は?                     十

タンパク質を発現と同時に固定化

タンパク質を安定化

タンパク質を倫放化剤として利用

タンパク質のアレイができる
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昆虫ウイルスはもともと「多角体」と呼ばれるタンパク質結晶を作り、

その中に包埋されることによって自らを外部環境から保護する。こ

の技術は、昆虫ウイルスが持つこの特徴を生かしてタンパク質分子

だけを「多角体」に固定化する。一度、「多角体」に固定化されたタ

ンパク質分子は特に乾燦に対して耐性になり、このためプロテイン

チップとして利用できる。また、固定化されたタンパク質は周囲の

環境を調節することによって徐放作用を示すことから、タンパク質
の徐放化剤としても利用できる。我々は最近、サイトカイン徐放化

剤として特に有効ではないかと注目している。

[1]サイトカイン徐放化吉」

[2]固定化タンパク質(酵素、抗原など)

[3]プロテインチップ

タンパク質の固定化方法は、これまで個々のタンパク質の性質に

基づいた化学的な結合力によるものだったが、この技術はタンパ

ク質の性質にほとんど依存することなく固定化できるという特徴が

ある。
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